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発刊によせて 

横越町長　浅見 良一 
Ryoichi Asami    Mayor of Yokogoshi Town

悠久なる大河・阿賀野川が流れる横越町は、広大な田園風景が
ひろがる豊かな自然環境に恵まれています。これまでも、自然環
境に配慮したまちづくりを重視し、町の基幹産業である農業と商
工業のバランスのとれた町として発展してまいりました。 
また、機能的な街なみが形成されつつあり、自然と調和した快適
な暮らしの実現に努めてきたところであります。 
しかし、今日の長引く景気の低迷により、地方自治体をめぐる状況
は、厳しさを増しておりますし、高度情報化や少子高齢化の進展、
また地方分権の拡大など社会情勢の変化は著しいものがあります。 
このような中、横越町では更なる住民生活の向上と自立したまち
づくりのために、日本海側初の政令指定都市「新潟」の実現を目
指し、新潟市と当町を含む周辺12市町村との間で市町村合併の
協議を進めております。 
町の基本理念である『緑豊かないきいきとした新しい横越』をこ
れからもまちづくりの中心に据え、住民の皆様が安心・安全・安定
して暮らせるまちづくりを推進してまいります。 
本誌は、町の財産である豊かな自然と、積極的なまちづくりを図ろ
うとする様子を紹介したものです。当町をご理解いただく一助と
なれば幸いです。 

Yokogoshi Town, through which runs the large and eternal waterway, 
the Agano River, is blessed with a rich natural environment over 
which sprawls an expansive rural landscape. Attaching great impor-
tance to environment-friendly urban development from the start, Yoko-
goshi has developed as a town that has reached a balance between its 
two main industries―agriculture and commerce/industry. 
We have striven to make possible a comfortable lifestyle in harmony 
with nature, and functional districts are being formed. 
However, due to today's prolonged economic slump, the situation sur-
rounding local government is becoming more intense, and considerable 
changes are taking place in society, such as developments like comput-
erization and the aging of society, as well as increased decentralization 
of power. 
Under these circumstances, Yokogoshi Town is continuing discussions 
regarding the consolidation of Niigata City and twelve other local munici-
palities, including Yokogoshi Town, with the aim of realizing "Niigata", 
the first ordinance-designated city on the Japan Sea coast in order to 
achieve further improvements in the lives of residents and independent 
urban development. 
With the town's basic concept of "A new, active Yokogoshi blessed 
with abundant greenery" as the focus of future urban development, we 
are promoting urban development in which all residents can live in 
peace, safety, and stability. 
This document is an outline of Yokogoshi Town's rich natural environ-
ment, which is the town's asset, and its efforts to actively conduct ur-
ban planning. We hope it will help you to gain a better understanding 
of our town.





それは、まるで優しい魔法のように――。長い冬がその役目を終えて、
春に季節のバトンを渡した時、このまちは鮮やかなまでの光に包み
込まれます。そのまばゆいばかりの花々の美しさは満ち足りた夢にも
似て、人々の表情に穏やかな微笑みを浮かび上がらせます。そう、
横越町は季節の到来が鮮明に輝く「花の里」。大地をカラフルに彩
るチューリップや満開のサクラ、可憐な表情を見せる梨の花、気品を
たたえる藤の花……。春の鮮やかな情景は、やがて明るい夏へと引
き継がれ、そして秋の深みのある静けさへと変わっていきます。季節
ごとに変化を見せるこのまちの光景は、ここに住む私たちの心にみ
ずみずしいうるおいをもたらしてくれる貴重な宝物。「花の里・横越」
の素顔にふれる時、人は自然が織りなす風景のなかに溶け込みな
がら暮らす喜びに、ふと気づかされるのではないでしょうか。  
 
It's just like gentle magic. When the long winter comes to a close and spring takes 
over, this town becomes filled with light and vivid colors. Like a good dream with a 
happy ending, the dazzling beauty of these flowers brings warm smiles to people's 
faces. Yes, indeed, Yokogoshi Town is a "Flower Town" in which the advent of the 
season shines vividly. Tulips and cherry blossoms decorating the land, nashi-pear 
blossoms with their appealing beauty, wisteria blossoms full of dignity ... The vivid 
scenes of spring give way to bright summer, which then changes to the deep calm 
of autumn. The changing sights that this town presents with every season are a 
precious treasure that conveys energy and youthfulness to the people who live 
here. When people come into contact with the real "Yokogoshi, Flower Town", they 
are made aware of the joy of living immersed in a landscape woven together by 
nature.
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花薫る季節の訪れ 
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1. 春  花咲くまち 
2. 秋  黄色に色づいた遊歩道 
3. 梨の花粉づけ 
4. すいせんの黄色いじゅうたん 
5. 桜の下でひと休み 
6. 憩いのときチューリップフェアー 
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母なる大河・阿賀野川。遠景に飯豊・五頭の山並みを映えて、とうと
うと流れゆくその風格ある姿は、見る人の胸に自然の雄大な営みを
伝えてきます。大河のほとりにたたずんだ時、気持ちがゆるやかに解
放されていくのは、きっとそこに悠久の時を感じるからかも知れません。
この阿賀野川と、もう一つの大河・信濃川を結ぶ川が、小阿賀野川。
川にゆかりのある「水の里」、それも横越町のプロフィールとして欠か
せない要素です。水の里としての豊かさは、季節の風物詩となって
川面に映ります。川辺で憩う人たち、鮭漁にいそしむ漁師たちのシ
ルエット、遠くから訪れる白鳥たちの羽ばたき……。その一つひとつ
が季節のなかで大河と調和しています。しじみや川ガニ、サクラマス
など川の恵みも豊かさの象徴。阿賀野川と小阿賀野川はこれからも
私たちのふるさとに豊饒な息吹を与え続けてくれることでしょう。 
 
The Agano River is a major waterway providing many areas in Niigata with life 
and vitality. The characteristic sight of the river surging along the Gozu and Iide 
mountain ranges in the distance conveys to the hearts of onlookers the grand work-
ings of nature. The reason people feel a gentle liberation of the soul standing in the 
banks of this great river is undoubtedly because they sense eternity here. The Koa-
gano River joins the Agano River and the Shinano River, another large river. Being 
a "Water Town" closely connected to the river is another indispensable aspect of 
Yokogoshi Town's profile. The bounty of our Water Town brings us the real feeling 
of the seasons and is reflected in the water. People relaxing by the riverside, the sil-
houette of salmon fishermen working hard, the flapping wings of swans visiting 
from afar ... Each of these is harmonized with the great rivers through the four sea-
sons. Blessings of the river such as shijimi clams, kawagani crabs, and sakuramasu 
cherry salmon are also symbolic of her bounty. The Agano and Koagano Rivers will 
continue to provide our hometown with a breath of fertility.

川がもたらす自然の恵み 

ほう  じょう 
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1. 阿賀野川のきらめき 
2. 冬の訪れを告げる白鳥 
3. 川の恵み鮭漁 
4. 美味の川ガニ 
5. 新緑の床固め公園 
6. 水鳥飛びたつ 
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大地には私たちを安心させる力強い頼もしさがあります。それはさま
ざまな実りを育み、もたらし続けてきたことへの揺るぎない信頼感に
根ざしていると言ってもいいでしょう。米や野菜、果物など多彩な農
作物をその大地から生み出す横越町。そこには「実りの里」として
の横顔も垣間見ることができます。このまちの大地が肥沃なのは、も
ちろん阿賀野川のうるおいを恩恵として受け止めているため。そして、
鮮やかな四季を持つ風土も豊饒な実りに結びついています。さらに、
そうした恵みを象徴するかのように美しく描き出される田園風景。そ
の素朴で、どこか心をホッとさせる光景は、ふるさとの原風景そのも
のであり、誇るべき姿だと言えます。恵まれた自然環境とともに時を
重ねてきた私たちの暮らしのなかには「実りの里」にふさわしい豊か
さが、これからもしっかりと息づいていくに違いありません。  
 
The land possesses a kind of powerful reliability that comforts us. One could say 
that it is rooted in the unshakable trust the land has won through having continual-
ly produced and brought forth much fruit. Yokogoshi produces from this land a 
wide variety of agricultural produce such as rice, vegetables, and fruit. In this re-
spect, one can also partly see the Yokogoshi that is a "Harvest Town". Of course, the 
town's fertility is attributable to the fact that it enjoys the benefits of the power of 
the Agano River. The climate, with its colorful seasons, also contributes to the fer-
tile harvest. The pristine rural landscape that expands beautifully across the land 
seems to symbolize these blessings. This simple, somehow reassuring vista is the 
very essence of our hometown, and is something to be proud of. Together with its 
greatly blessed natural environment, this bounty, which is worthy of a "Harvest 
Town", will surely continue to be a part of our lives over the years.

豊饒な大地からの贈り物 
ほう　 じょう 
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1. 名産の長いも掘り
2. 黄金色に実った稲
3. 雪下のキャベツ掘り
4. 色づき間近なぶどう
5. 収穫を待つ梨畑
6. 秋の味覚まつり 
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先人たちへの敬愛は、いまを生きる私たちにとって決して見失っては
ならない心のありようです。一人ひとりのそうした思いが積み重なって
いるからこそ、まちの文化は時を越えて昨日から今日、今日から明日へ
と受け継がれていきます。日本有数の豪農として名を馳せた伊藤家、
その旧邸を豪農の館として公開している「北方文化博物館」に代表
されるように、このまちには歴史文化を大切にする風土が脈打ってい
ることがわかります。また、古来より伝わっている伝統芸能や遺跡、史
跡などもしっかりと守られ続けてきました。その意味では、横越町は「文
化の里」としての誇りを自覚しているふるさとだと言えるでしょう。その
独特の文化は、このまちに住む私たちだけではなく、さらに多くの人た
ちを魅了しています。先人たちから受け取った贈り物を次の世代に託
すためにも、文化への愛情あふれるまなざしを持ち続けたいものです。 
 
Respect for our ancestors is a state of mind that we who live in the moment can 
never forget. The culture of this town will transcend time, passing from yesterday 
to today and today to tomorrow exactly because this sentiment is echoed in the 
hearts of all the townspeople. As represented by the Northern Culture Museum, the 
old rural mansion of the renowned Ito family of influential and wealthy Japanese 
farmers that has been opened to the general public, a spirit runs through this town 
that values its history and culture. Traditional performing arts, historical sites, and 
ruins passed down from ancient times have also been carefully protected. In that 
sense, Yokogoshi Town could be described as a town that is fully aware of its pride 
as a "Town of Culture". Its unique culture has captivated many people, not just 
those who live in Yokogoshi Town. In order to pass the gifts we have received from 
our ancestors on to the next generation, we wish to hold on to our vision, which is 
filled with a love of culture.

歴史が語る横越文化 
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1. 初秋の北方文化博物館
2. 春の大栄寺
3. 棧俵神楽（P11参照）
4. 酒呑地蔵（P11参照）
5. 小林存の歌碑（P14参照）
6. 北国では珍しい大木・高野槇 

サンバイシ
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田
中 

さ
と
み 

横
越
へ
の
想
い 

ま
ち
の
豊
か
さ
は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の 

心
の
豊
か
さ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、横
越
町
を
愛
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら 

こ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
て
活
動
を
し
て
い
る
五
人
が
登
場
。 

そ
の
い
き
い
き
と
し
た
「
想
い
」
に
耳
を
か
た
む
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

Yokogoshi Human Story
「まちを考える」それぞれの横越町への想い 

笑顔で手を振る両殿下 北方文化博物館ご視察 大勢の町民が沿道でのお出迎え 

皇太子殿下同妃殿下ご来町（平成15年7月24日） 

ま
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横
越
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
実
感
を
、 

ま
ち
の
み
ん
な
で
共
有
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

田
中
田
中 
さ
と
さ
と
み 

田
中 
さ
と
み 

たなか　さとみ 
まちづくりのボランティアグループ「阿
賀の里づくり・よこごし」会長。現在、メ
ンバーは24名。「みんな、楽しみながら
活動をしています」。田中さんは岐阜の
出身だが、すでに横越は第2のふるさと
になっている。 

夫
の
転
勤
で
横

越
に
来
て
か
ら
、

約
10
年
に
な
り

ま
す
。
前
は
香
川

県
の
高
松
に
い
た

の
で
、
最
初
は
風

土
の
違
い
に
戸
惑

い
ま
し
た
。
冬
は

寒
く
て
雪
も
多

い
し
…
…
。
知
り

合
い
も
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
の
で
、な
か
な
か
横

越
の
良
さ
に
気
づ
く
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

そ
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、多
分
野
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
「
阿
賀
の
里
づ
く
り
・
よ
こ
ご
し
」
に
主
婦

と
し
て
参
加
し
、素
敵
な
横
越
人
に
出
会
え

た
か
ら
で
す
。 

活
動
内
容
と
し
て
は
、ま
ず
「
よ
こ
ご
し
・
味
を

楽
し
む
集
い
」
。
横
越
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た

料
理
を
紹
介
す
る
も
の
で
、実
際
に
多
く
の
人

か
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
他
に

は
、ま
ち
の
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を
各
地
域
や

個
人
の
お
宅
に
植
え
て
も
ら
い
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
よ
う
と
い
う
「
広
が
れ
！
花
咲
け
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
輪
!!
」
と
い
う
活
動
。
手
作
り
の
花

壇
「
ひ
だ
ま
り
の
角
」
も
役
場
の
近
く
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
協
力
で
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
夢
が
っ
と
」
と
い
う
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
発

行
し
、横
越
に
住
む
人
た
ち
に
登
場
し
て
も
ら
っ

た
り
、横
越
の
い
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
の
は「
横
越
っ

て
い
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
」
と
い
う
こ
と
。
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、そ
の
良
さ
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

で
も
、地
元
の
人
で
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
い

人
っ
て
案
外
多
い

ん
で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
、横
越
の
素

晴
ら
し
さ
を
み
ん

な
で
共
有
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
な
、

と
そ
う
思
い
ま
す
。 

E
vents &

 F
estivals４

月 

夢
さ
が
し 

よ
こ
ご
し 

　
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ T

ulip

毎
年
４
月
、阿
賀
野
川
床
固
め
公
園
を
舞
台
に
行
わ
れ

る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
ー
。フ
ラ
ワ
ー
結
婚
式
や
切
り
花

即
売
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
人
気

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

５
月 

竹
の
こ
フ
ェ
ア
ー 

竹
の
こ
掘
り
体
験
か
ら
竹
の
こ
を
素
材
に
し
た
美
味
し

い
料
理
、と
れ
た
て
即
売
会
ま
で
、竹
の
こ
の
魅
力
を
ぞ

ん
ぶ
ん
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
竹
細
工
教
室
も
子
ど
も

た
ち
に
好
評
で
す
。 

６
月 

郷
土
芸
能
祭 

神
楽
や
民
謡
の
祭
典
で
、多
種
多
様
な
郷
土
芸
能
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
横
越
小
唄
や
酒
造
り
祝
い
歌
、

神
楽
舞
、獅
子
舞
な
ど
古
き
良
き
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
。 

７
月 

木
津
薬
師
火
祭
り 

薬
師
堂
光
明
院
で
毎
年
７
月
28
日
に
行
わ
れ
る
お
祭

り
で
、山
伏
問
答
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
願
う
火
渡
り
行
事
。一

般
の
人
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

８
月 

棧
俵
神
楽 

稲
ワ
ラ
を
編
ん
だ
棧
俵
を
２
つ
合
わ
せ
て
大
き
な
口
と

し
、そ
こ
に
ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、熊
桿
、唐
竹
な
ど
で
顔
を

作
っ
た
珍
し
い
神
楽
。
毎
年
、賀
茂
神
社
に
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、そ
の
後
、近
く
の
小
阿
賀
野
川
に
流
さ
れ
ま
す
。 

８
月
〜
９
月 

秋
ま
つ
り 

神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、

楽
し
い
出
店
も
い
っ
ぱ
い
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
う
お
祭
り
が
、各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。 

10
月 

秋
の
味
覚
ま
つ
り 

町
内
産
の
き
の
こ
や
野
菜
、肉
、花
木
な
ど
を
さ
ま
ざ

ま
に
販
売
。
秋
の
味
覚
を
め
い
っ
ぱ
い
満
喫
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。 

11
月 

農
業
ま
つ
り 

横
越
町
の
農
畜
産
物
を
格
安
で
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

野
菜
や
果
物
、豚
肉
、乳
製
品
な
ど
地
元
の
美
味
し
い

素
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
ぶ
ほ
か
、特
別
な
お
料
理
も
楽

し
め
ま
す
。 

２
月 

大
栄
寺
節
分 

修
行
僧
た
ち
に
よ
る
冬
の
厳
し
い
寒
行
が
無
事
に
終
わ
っ

た
あ
と
、家
庭
繁
栄
な
ど
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
豆
ま
き
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り

ま
す
。 

３
月 

酒
呑
地
蔵
御
開
帳 

行
基
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
法
幢
寺
の
酒
呑
地
蔵
。こ

の
お
地
蔵
様
は
年
に
１
回
、春
分
の
日
に
御
開
帳
。
供

え
た
お
酒
を
味
噌
に
混
ぜ
る
と
美
味
し
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

Satom
i Tanaka

横
越
の
イ
ベ
ン
ト
と
祭
り 

サ 

ン 

バ
イ
シ 

横
越
へ
の
想
い 

ま
　
　
　
ち 

Vol.

1



立
　
川
　
幸
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商
業
や
工
業
が
元
気
に
な
れ
ば
、 

ま
ち
も
自
然
に
活
気
づ
い
て
き
ま
す
。 

谷
　
井
　
篤
　
光

谷
　
井
　
篤
　
光 

谷
　
井
　
篤
　
光 

Tokum
itsu Tanii

横越町商工会会長。平成5年から会長
を務める。有限会社「田島屋」の代表取
締役でもあり、多忙な日々を過ごす。「あ
まりゆっくり休めませんね」。趣味は読書。
時間を見つけてページを開くのが楽し
みだとか。 

たにい  とくみつ 

長
い
も 

長
い
も
は
古
く
か
ら
横
越
町
の

名
産
と
し
て
知
ら
れ
、江
戸
時

代
に
は
殿
様
へ
の
献
上
品
に
も

利
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
独
自
の
粘
り
と
ふ
く

よ
か
さ
で
県
外
か
ら
も
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。 
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M
ad
e in Y

o
ko
g
o
shi

と
ろ
ろ
饅
頭 

ま
ち
の
名
産
で
あ
る
長
い
も
を

素
材
と
し
て
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

和
菓
子
。ふ
ん
わ
り
と
し
た
優

し
い
口
あ
た
り
が
な
ん
と
も
言

え
な
い
美
味
し
さ
で
す
。 

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン 

甘
く
て
お
い
し
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
。
横
越
町
で
は
ア
ル
テ
ミ
ス
、キ
ャ

ン
ベ
ラ
、味
来（
み
ら
い
）の
３
品

種
を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
さ
が
重
要
な
た
め
朝
早

く
収
穫
し
、す
ぐ
に
市
場
へ
送

ら
れ
て
い
ま
す
。 

雪
下
カ
ン
ラ
ン 

カ
ン
ラ
ン
と
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
別
名
。

野
菜
が
不
足
が
ち
な
冬
に
も

適
度
な
温
度
・
湿
度
の
雪
中
で

貯
蔵
さ
れ
る
こ
と
で
鮮
度
を
保

ち
、雪
の
冷
た
さ
で
甘
味
を
増

し
ま
す
。 

横
越
の
物
産
品 

横
雲 

栗
と
黄
身
餡
を
パ
イ
生
地
で
包

ん
だ
お
菓
子
。
サ
ク
サ
ク
と
し

た
食
感
と
上
品
な
甘
さ
が
調

和
し
た
人
気
の
銘
菓
で
す
。 

今
年（
平
成
15
年
）

の
８
月
、
商
工

会
が
中
心
と
な
っ

て
「
よ
こ
ご
し
ま

ち
”商
工
大
祭
“」

を
開
催
し
ま
し

た
。み
な
さ
ん
ご

存
知
の
よ
う
に
、

横
越
町
で
は
平

成
７
年
ま
で「
横

越
大
祭
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、今
回
の
お
祭
り
は
か
つ
て
の
あ

の
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
楽
し
さ
を
取
り
戻

そ
う
と
の
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
商
工
大
祭
に
は
４
千
人
近

く
の
ま
ち
の
方
た
ち
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、私
た
ち
も
そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
ホ
ッ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。や
は
り
、ま

ち
が
活
気
づ
く
の
は
い
い
こ
と
で
す
か
ら
ね
。 

商
工
会
の
役
割
は
ま
ち
の
商
業
や
工
業
を

元
気
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
近

年
、日
本
全
体
の
経
済
状
況
が
低
迷
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
逆
に
が
ん
ば
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
、と
い
う
フ
ァ
イ
ト
も
湧

い
て
き
ま
す
。
商
工
大
祭
を
開
催
し
た
の

も
、も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
気
持
ち
の
あ
ら

わ
れ
で
す
。 

横
越
町
の
商
工
会
は
商
工
業
者
の
７
割
近

く
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、強
い
連
帯
感
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
そ
の
連
帯
感
を
活
か

し
な
が
ら
、ま
ち
の
人
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
さ
ま
ざ
ま
に

追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。や
は

り
商
業
や
工
業
に
元
気
が
な
け
れ
ば
、ま
ち

も
活
性
化
し
ま

せ
ん
か
ら
。そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、

い
ろ
ん
な
ま
ち
の

人
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
商
工

会
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
を
手

が
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

横
越
へ
の
想
い 

Vol.

2

ま
　
　
　
ち 
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自
然
が
豊
か
な
こ
の
ま
ち
で
、  

農
業
を
も
っ
と
楽
し
く
、
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。 

豚
肉 

「
横
越
ポ
ー
ク
」 

「
横
越
ポ
ー
ク
」
は
生
ま
れ
て

約
半
年
で
体
重
１
１
０
㎏
ほ
ど

に
成
長
し
た
豚
の
う
ち
、品
質

に
こ
だ
わ
り
厳
選
さ
れ
た
ブ
ラ

ン
ド
豚
肉
。
加
熱
し
て
も
柔
ら

か
い
の
が
特
徴
で
す
。 

し
じ
み 

肉
厚
で
大
き
い
の
が
特
徴
の
阿

賀
野
川
の
し
じ
み
。
漁
師
た
ち

が
漁
を
す
る
姿
は
阿
賀
野
川

の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

立
　
川
　
幸
　
一

立
　
川
　
幸
　
一 

立
　
川
　
幸
　
一 

K
ouichi Tachikaw

a

梨 横
越
町
の
代
表
的
な
特
産
品

で
江
戸
時
代
初
期
か
ら
そ
の
栽

培
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。二
本
木
と
木
津
の
両

集
落
に
広
大
な
梨
畑
が
広
が
り
、

直
売
所
も
多
数
並
ん
で
い
ま
す
。 

たちかわ　こういち 
有限会社「AFカガヤキ」代表取締役。
農産物の生産・販売を手がける同社を
平成4年に設立。趣味は旅行で、国内外
を問わず頻繁に出かける。「だから出張
も大好きです」。 

鮭
料
理 

阿
賀
野
川
で
と
れ
た
鮭
を
使
っ

た
料
理
。
鮭
は
捨
て
る
と
こ
ろ

が
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
食

材
で
、白
焼
き
や
作
り
身
、鮭

の
子
の
み
り
ん
漬
け
、氷
頭
な

ま
す
な
ど
多
彩
な
料
理
が
味

わ
え
ま
す
。 

農
業
は
ね
、
好

き
な
人
に
と
っ

て
は
も
う
面
白

く
て
た
ま
ら
な

い
仕
事
だ
と
思

う
ん
で
す
。
だ
っ

て
、
自
分
が
が

ん
ば
れ
ば
が
ん

ば
る
ほ
ど
成
果

が
得
ら
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
、自
然
に
根
ざ
し
た

仕
事
で
も
あ
り
ま
す
し
ね
。  

私
が
仲
間
と
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
た

の
も
、根
底
に
は
「
農
業
を
も
っ
と
楽
し
く

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
楽
し
さ
の
一つ
が
、農
家
出
身
じ
ゃ
な
い

若
い
人
た
ち
に
も
農
業
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
。
自
然
の
リ
ズ
ム
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

を
し
た
い
と
い
う
若
い
人
は
け
っ
こ
う
い
る

ん
で
す
。
農
業
法
人
な
ら
、そ
う
し
た
人

材
の
確
保
も
可
能
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。  

も
う
一つ
は
、直
売
所
を
設
け
て
生
産
者
と

消
費
者
を
じ
か
に
結
び
つ
け
る
こ
と
。
う

ち
の
直
売
所
に
は
近
在
の
農
家
の
人
た
ち

が
農
産
物
を
持
ち
寄
る
ん
で
す
が
、こ
れ

が
お
客
様
に
か
な
り
の
評
判
。
遠
く
か
ら

足
を
運
ば
れ
る
方
も
大
勢
い
て
、農
家
の

人
た
ち
も
そ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
に
自

信
を
持
っ
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
る
こ

と
は
、や
は
り
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す

よ
ね
。  

横
越
は
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、

農
業
が
元
気
で
な
け
れ
ば
話
が
始
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、私
た
ち

も
も
っ
と
も
っ
と

農
業
を
楽
し
ん

で
活
性
化
さ
せ

て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。そ
う
い

う
姿
勢
っ
て
い

う
の
は
、き
っ
と

多
く
の
人
に
伝

わ
っ
て
い
く
も
の

な
ん
で
す
よ
ね
。 

横
越
へ
の
想
い 

Vol.
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山
　
山
　 
志
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志
枝
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い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
交
流
か
ら 

生
ま
れ
る
笑
顔
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

山
　 
志
枝
子 

Shieko Yam
azaki

毎月毎月第4月曜日に開催開催される交流会交流会「地
域のお茶の間」代表。活動は平成11年
から始まり、現在現在1111名のスタッフで運営。で運営。
「男性男性スタッフを募集中を募集中です」とのことで、
ボランティアに興味のある方はぜひご
参加参加を。を。 

やまざき  しえこ 
毎月第4月曜日に開催される交流会「地
域のお茶の間」代表。活動は平成11年
から始まり、現在11名のスタッフで運営。
「男性スタッフを募集中です」とのことで、
ボランティアに興味のある方はぜひご
参加を。 

やまざき  しえこ 

気
が
つ
い
た
ら
30

年
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し

て
地
域
の
中
で
活

動
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
時
代

と
と
も
に
福
祉

活
動
の
内
容
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、
福

祉
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、地
域
の
人
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
活
動
が
で
き
た

ら
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ま
ち
の
人
た

ち
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

お
話
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
ね
。

そ
ん
な
場
所
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
生

ま
れ
る
し
、さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
い
た
り
、話
し

た
り
で
き
る
の
に
。
」
と
い
う
想
い
か
ら
「
地
域

の
お
茶
の
間
」
と
い
う
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
最
初
は
、ほ
ん
の
数
人
し
か
集
ま
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、今
で
は
50
〜
60
人
く
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
の
お
茶
の
間
」
は
、基
本
的

に
は
民
生
・
児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
発

的
な
活
動
で
す
か
ら
内
容
は
ス
タ
ッ
フ
同
士
話

し
合
っ
て
、柔
軟
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
で
は
世
代
の
交
流
な
ど
も
考
え
、子
ど

も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
設
け
た
り
、

町
内
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
発
表
し
て
も
ら
っ

た
り
、ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
の
お
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
開
催
は
月
に
１
回

で
す
が
、大
勢
の
参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て
く

れ
る
の
と
同
様
、ス
タ
ッ
フ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。「
毎
回
毎
回
大
変
で
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
た
り
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
逆
に
私
た
ち
の

ほ
う
が
元
気
づ
け

ら
れ
た
り
、
癒
さ

れ
た
り
す
る
の
で
、

あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
交
流

の
輪
が
広
が
る
と
、

そ
れ
だ
け
ま
ち
に

笑
顔
が
増
え
る

と
思
っ
て
い
ま
す

か
ら
。 
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G
reat m

en

明
治
4
年
生
ま
れ
、昭
和
20
年
没
。
明
治
29
年
東
京
帝
国
大
学
卒

業
後
、明
治
31
年
よ
り
3
年
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
経
て
、同
大
学

社
会
学
講
座
の
教
授
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
社
会
学
の
開
祖
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
12
年
か
ら
衆
議
院
議
員
に
2
期
在
職
し
、

昭
和
13
年
に
貴
族
院
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
学
者
と
し
て

多
く
の
論
文
・
著
書
と
と
も
に
、水
城
と
号
し
て
、詩
や
書
に
も
数
多

く
の
作
品
を
残
し
て
お
り
、信
念
を
貫
き
幕
末
の
頼
山
陽
と
比
べ
う

る
偉
人
で
あ
る
と
評
さ
れ
ま
し
た
。 

横
越
が
生
ん
だ
偉
人 

建部 　吾 
たけべ　とんご 

明
治
10
年
生
ま
れ
、昭
和
36
年
没
。
明
治
29
年
東
京
専
門
学
校（
早

稲
田
大
学
の
前
身
）を
卒
業
し
、明
治
37
年
新
潟
新
聞
主
筆
に
迎
え

ら
れ
て
以
来
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
幅
広
い
文
筆
活
動
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
く
、特
に『
越
後
方
言
考
』、『
県
内
地
名
考
』は
名
著
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、民
俗
学
の
研
究
に
お
け
る
大
き
な
業
績
に
対

し
て
、日
本
民
俗
学
会
名
誉
会
員
の
称
号
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

人
柄
か
ら
今
様
良
寛
と
も
言
わ
れ
、い
ま
も
人
々
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。 

小林 存 
こばやし　ながろう 

（一般に「こばやし ぞん」と言われている） 

横
越
へ
の
想
い 
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本
来
の
意
味
で
の「
文
化
」
を
、  

こ
の
横
越
で
育
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

財団法人「北方文化博物館」館長。国内
屈指の豪農と呼ばれた伊藤家八代目の
当主としても知られる。アメリカのカー
ター元大統領とも懇意で「ザ・フレンドシッ
プフォース」という団体を設立、ともに
世界平和運動に情熱を注いでいる。 

いとう　ぶんきち 

伊
　
藤
　
文
　
吉 

B
unkichi Ito

Y
o
ko
g
o
shi cultural assets

北
方
文
化
博
物
館 

県
下
一
の
地
主
と
な
っ
た
豪
農
伊
藤
家
の
邸
宅
を
博
物
館
と
し
て
開

放
。
建
物
自
体
の
素
晴
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、美
し
い
庭
園
や

数
々
の
美
術
展
示
品
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
の
観
光
名
所
で
す
。 

横
越
の
文
化
財 

雪
村
友
梅
墨
跡
梅
花
詩 

（
北
方
文
化
博
物
館
蔵
） 

南
北
朝
時
代
の
高
僧
、雪
村
友
梅
の
手
に
よ
る
貴
重
な
書
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
友
梅
は
三
島
郡
白
鳥（
現
長
岡

市
）の
出
身
で
中
国
の
元
に
渡
り
、修
行
を
積
ん
だ
人
物
で
す
。 

賀
茂
神
社
の
境
内

に
あ
る
県
指
定
の
天

然
記
念
物
で
、樹
齢

は
７
０
０
年
を
越
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ど
っ
し
り
と
し

た
姿
は
見
る
人
の
胸

に
感
動
を
も
た
ら

し
ま
す
。 

賀
茂
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ 

「
文
化
」
を
英

語
に
置
き
換
え

る
と「
カ
ル
チ
ャ
ー
」

に
な
り
ま
す
。

そ
の
語
源
を
辿

れ
ば
ラ
テ
ン
語

の
「
カ
ル
タ
ス
」

に
行
き
当
た
り

ま
す
。こ
の
カ
ル

タ
ス
は
「
耕
す
」

と
い
う
意
味
。
だ
か
ら
西
洋
で
は
、文
化
人

と
は
土
を
耕
す
人
、つ
ま
り
農
民
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。  

こ
れ
は
大
き
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
農
民
は
過
去
・
現
在
・

未
来
を
同
時
に
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
る
。一
例
を
あ
げ
る
と
、植
物
は
連
作
を

嫌
う
の
で
去
年
と
は
違
う
も
の
を
畑
に
植

え
ま
す
。
そ
し
て
来
年
は
何
を
植
え
よ
う

か
と
考
え
る
。い
ま
現
在
、仕
事
を
し
な
が

ら
過
去
と
未
来
が
常
に
頭
の
な
か
に
あ
る
。  

巡
り
来
る
季
節
に
合
わ
せ
て
、一つ
ひ
と
つ
農

作
業
を
し
て
い
く
こ
と
も
そ
う
で
す
ね
。
過

去
の
体
験
を
い
ま
に
活
か
し
、さ
ら
に
未
来

で
も
活
用
し
て
い
く
。「
い
ま
」
だ
け
を
見
て

い
た
ら
、き
ち
ん
と
し
た
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。  

そ
う
い
う
、過
去
・
現
在
・
未
来
に
対
す
る

ま
な
ざ
し
は
「
文
化
」
に
と
っ
て
非
常
に
大

切
で
す
。
特
に
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
文
化
の

あ
り
方
を
考
え
る
時
は
。
目
先
の
利
益
だ

け
を
追
求
す
る
と
過
去
を
お
ろ
そ
か
に
し
、

未
来
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。「
北
方
文
化
博
物
館
」
も
歴
史
を
守

る
だ
け
で
は
な
く
、野
外
音
楽
堂
を
新
た

に
つ
く
る
な
ど
明
日
を
見
つ
め
た
文
化
の

発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。  

横
越
は
農
業
が

盛
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
ら
、本
来

の
意
味
で
の「
文

化
」
が
こ
れ
か

ら
も
息
づ
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

横
越
へ
の
想
い 

Vol.

5

ま
　
　
　
ち 山

　 

志
枝
子 毎月第4月曜日に開催される交流会「地

域のお茶の間」代表。活動は平成11年
から始まり、現在11名のスタッフで運営。
「男性スタッフを募集中です」とのことで、
ボランティアに興味のある方はぜひご
参加を。 

やまざき  しえこ 



大正14年7月4日　4代目横越橋の渡橋式 

平成7年に開通した新横雲橋 

豊かな水が悠 と々流れる阿賀野川。川辺を鮮やかに埋めつくすチューリップ。 

往時を偲ばせる壮厳な北方文化博物館。歴史が甦る寺院の数々。 

話しかければ人々は気さくであったかい。 

新しい発見、出会いがまた一つここにあります。 
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至 にいがた 

至 にいつ 

至 福島 

至 豊栄 

新潟
バイ
パス
 

藤　山 

平　山 

小　杉 

東　町 

中　央 

十二前 

阿賀野 

木  津 

小阿賀野川 
能
代
川 

二本木 

茜ケ丘 

川根町 

いぶき野 

うぐいす 

沢  海 

上　町 

駒　込 

横越小学校 

横越中学校 

高野槇 

酒呑地蔵（法幢寺） 

賀茂神社 
大ケヤキ 

大庄屋跡 

総合体育館 

横越町役場 

JA

木津工業団地 

勤労者体育センター 

竹林 

横雲の里 

阿賀野川 
床固め公園 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑 

胞姫様（妙泰寺） 

49

403
サンバイシ神楽 

コブシ並木 
大栄寺 

光円寺 
（沢海代官所跡） 

木津薬師 
（光明院） 

信
越
本
線 

新
潟
新
津
線 

磐越自動車道 

新
津
バ
イ
パ
ス 

亀
田
バ
イ
パ
ス 

日本
海東
北自
動車
道 

新
潟
港
横
越
線 

北方文化博物館 

大阿賀橋 

横雲橋 

新横雲橋 
横雲バイ

パス 

新潟西 
IC

紫竹山 
IC

新潟亀田 
IC

国道49号 

国
道
403
号 

新津 
IC

親鸞上人 
袈裟掛けの松 
（松韻寺） 

竹尾 
IC

阿 

賀 

野 

川 

信 

濃 

川 

新潟中央 
IC

新潟空港 
IC

サンウィング横越 



横
越
町
の「
い
ま
」
と
「
み
ら
い
」 

大正大正14年7月4日　4代目横越橋横越橋の渡橋式渡橋式 

平成平成7年に開通開通した新横雲橋新横雲橋 

大正14年7月4日　4代目横越橋の渡橋式 

平成7年に開通した新横雲橋 
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Creating a Yokogoshi that nurtures people's hearts 
 
The strength of all the town's people is indispensable to the town's development. 
For that reason, the town actively supports the nurturing of people who will become 
future town leaders. 
We are engaged in the development and maintenance of an education system that in-
creases the will to learn throughout the area, both at home and at school. 
We will continue to actively promote the nurturing of people with rich hearts and 
abundant creativity.

﹇
教
育
・
文
化
・
生
涯
学
習
﹈ 

まちづくりには、町民一人ひとりのパワーが欠かせません。 

そのためまちでは、将来のまちを担う人づくりを積極的に支援しています。 

家庭や学校、地域それぞれの場で 

学ぶ意欲を高める教育体制の整備に取り組んでいます。 

これからも心豊かで創造性に富む人づくりを積極的に進めていきます。 

心豊かに育む横越の創造 

子育て広場 キッズスポーツ教室 子どもセンター   田植え体験 



い
き
い
き
と
し
た
心
と
大
き
な
夢
を
育
む 

心
豊
か
で
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り
を
支
援 

横
越
町
は
町
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
学
習
意

欲
を
持
つ
ま
ち
で
す
。
中
央
公
民
館
と
総
合

体
育
館
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、町
民
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流
の
場
と
し
て

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。  

生
涯
学
習
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
同
時
に
、

ま
ち
の
活
気
づ
く
り
に
も
関
連
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、今
後
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
組
織
を
確
立
し
、町
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
の
人
材
の
育
成
な
ど

に
努
め
て
い
き
ま
す
。  

ま
た
、学
習
機
会
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や
趣
味

講
座
な
ど
を
充
実
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
生

涯
学
習
の
楽
し
さ
を
提
供
。
そ
の
一
方
で
、国

際
理
解
や
国
際
交
流
、Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
対
応

を
視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
文
化
活
動
だ
け

で
は
な
く
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
教
室
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
面
白
さ
・

楽
し
さ
に
ふ
れ
る
機
会
も
積
極
的
に
設
け
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、生
涯
学
習
の
中
心
と
な
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心

を
持
ち
な
が
ら
健
や
か
に
育
っ
て
い
く
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、ま
ち
の
未
来
に
と
っ
て
み

て
も
非
常
に
大
切
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
幼
児
教
育
や
学
校
教
育
の
充
実
を
視

野
に
入
れ
た
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。  

幼
児
期
は
人
間
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
時
期

で
も
あ
る
た
め
、就
学
前
教
育
や
家
庭
教
育

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、子
育
て
や
し
つ
け

に
不
安
な
ど
を
持
つ
親
に
対
し
て
支
援
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、母
親
学

級
や
家
庭
教
育
学
級
と
い
っ
た
学
習
機
会
の

充
実
、保
育
所
事
業
な
ど
を
通
し
て
、子
育

て
の
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。  

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
や
子
育
て

を
地
域
や
行
政
で
支
援
す
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
自
ら
学
び
、考
え
る
意
欲
を
持
て

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
。
横
越
中
学

校
新
校
舎
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
学
校
施
設
の

充
実
な
ど
を
図
り
、質
の
高
い
教
育
を
目
指

し
て
い
ま
す
。ま
た
、小
中
学
校
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
増
設
や
環
境
整
備
な
ど
、情
報
化
時
代

に
対
応
す
る
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。さ
ら
に
、学
校
給
食
に
は
横
越
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
う
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
成
を
考
え
た
健
康
教
育
も
進
め
て
い
ま
す
。 
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横越中学校新校舎 初心者パソコン教室 

語り部養成講座 コンピュータ授業 
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﹇
保
健
・
福
祉
﹈ 

健康でいきいきとした横越の創造 

Creating a Yokogoshi that is healthy and lively 
 
A town where all townspeople can live in peace, 
and can always live with a sense of purpose. 
Thorough healthcare and welfare provisions are necessary to achieve this goal. 
With the goal that all residents achieve a bright and healthy life, 
Yokogoshi Town is developing the town so that residents can enjoy a vital lifestyle 
everyday.

町民の誰もが安心して暮らせるまち、 

そしていつまでも生きがいを感じながら暮らしていけるまち。 

その実現のためには保健・福祉の充実が必要です。 

横越町では健康で明るい暮らしを考えながら、 

みんながいきいきとした毎日を過ごせるまちづくりを進めています。 

中央保育園 敬老会事業 特別養護老人ホーム  横雲の里 



す
べ
て
の
人
が
支
え
あ
う
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
へ 

生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
を 

ま
ち
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
持

ち
、助
け
合
い
の
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
福
祉
環
境
は
さ
ら
に
快
適
な
も
の
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。  

そ
う
し
た
環
境
づ
く
り
の
一つ
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
誰
で
も
気
軽

に
参
加
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、小
中
高
生
に
対
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
、そ

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。  

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
現
在
、毎
月
行
わ
れ

て
い
る
「
地
域
の
お
茶
の
間
」
は
い
ろ
ん
な
人

た
ち
と
交
流
で
き
る
場
と
し
て
お
年
寄
り
か

ら
喜
ば
れ
、生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
社
会
福
祉
芸
能
ま
つ

り
も
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。  

一
方
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
お
年
寄
り

に
対
し
て
活
躍
の
場
を
積
極
的
に
提
供
。
働

く
楽
し
さ
と
社
会
貢
献
の
喜
び
を
多
く
の

方
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
他

に
も
健
康
教
室
の
開
催
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、社
会
奉
仕
活
動
と
い
っ
た
自

主
的
な
活
動
の
運
営
に
対
し
て
も
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
い
ま
、い
き
い
き
と

豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
は
以

前
に
も
増
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

健
康
で
明
る
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、保

健
・
福
祉
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
横
越
町
で

は
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、総
合

的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。  

例
え
ば
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
検
診
や

保
健
活
動
を
展
開
。
病
気
の
早
期
発
見
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、疾
病
予
防
、年
代
に
応
じ
た

健
康
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、健
康
増
進
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、健
康
教
育
や
健
康
相
談
な
ど
も
実

施
し
て
い
き
ま
す
。  

福
祉
の
面
に
お
い
て
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
横
雲
の
里
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
備
え
る
な

ど
、充
実
し
た
体
制
で
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。  

今
後
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
課

題
と
し
て
、専
門
的
な
診
療
機
関
の
充
実
や

在
宅
療
養
体
制
の
確
立
、救
急
医
療
の
充
実

な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
を
育
て
な

が
ら
、参
加
型
の
福
祉
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。 
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町民総合健康診査 「地域のお茶の間」で園児とお年寄りの交流 

シルバー人材センター会員による草刈り事業 健康体力づくり教室 
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﹇
ま
ち
づ
く
り
・
交
流
﹈ 

ふれあいのある横越の創造 
町民同士の良好なコミュニケーションはもちろんのこと、 

対外的にもさまざまな交流を深めていくことは、活気あるまちづくりにつながっていきます。 

また、町民と行政とが一体となることで、まちづくりはさらに弾みがつきます。 

そのようなふれあいを大切にしながら、 

横越町は明日のまちのあり方を見つめています。 

ボランティア活動 中学生海外研修 よこりんピック 

Creating a Yokogoshi where people enjoy good communication 
 
While good communication among the townspeople is an obvious necessity, 
deepening ties with the outside world is also part of building an active community. 
Urban development is also given further momentum through seamless cooperation 
between the townspeople and government authorities. 
With this kind of communication as a top priority, 
Yokogoshi Town has its sights clearly set on the town of the future.



ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る 

世
界
へ
羽
ば
た
き
、自
立
し
た
一
人
ひ
と
り
に 

他
の
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
、自

分
た
ち
の
ま
ち
を
新
た
な
視
点
で
見
つ
め
直

す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か

ら
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。  

交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
、町
民
の
行
動
範

囲
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の

も
と
、産
業
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
交
流
の
機
会
を
広
く
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。  

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
は
、昭
和
36
年
か
ら

交
流
の
続
い
て
い
る
姉
妹
都
市
の
美
浦
村（
茨

城
県
）が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
同
村
で
開
催
さ

れ
る
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
横
越
町

も
毎
年
参
加
し
て
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
、中
学
生
の
相
互
交
流
を
は
じ
め
、町
民

各
層
で
活
発
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、広
域
市
町
村
圏
や
磐
越
自
動
車
道
沿

線
都
市
と
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。  

国
外
に
目
を
向
け
た
交
流
も
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
中
学
生

海
外
研
修
や
小
学
生
海
外
研
修
な
ど
も
実

施
。
他
に
も
外
国
人
留
学
生
を
招
い
て
の
交

流
会
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）な
ど
を
通
じ
て
、語
学
力

の
向
上
を
図
り
、国
際
理
解
の
学
習
の
き
っ

か
け
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
ま
ち
を
い
ま
以
上
に

良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、町
民
と
行
政
と

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。  

そ
の
た
め
に
、町
民
自
ら
が
主
体
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
意
識
を
育
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
識

を
う
な
が
し
な
が
ら
、参
加
機
会
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
14
年

に
は
中
学
生
た
ち
か
ら
議
会
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
「
横
越
町
子
ど
も

議
会
」
を
開
催
。
実
際
の
議
場
で
の
議
会
体

験
を
通
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。  

ま
た
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
女

性
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
そ
の
前
提
と
し
て
男
女
平
等
意
識
の
普

及
も
欠
か
せ
な
い
た
め
、職
場
や
地
域
、家
庭

な
ど
で
育
児
休
暇
制
度
の
導
入
な
ら
び
に
女

性
の
雇
用
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
、男
女
共

同
参
画
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
支
援
や
ま
ち

の
活
気
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
支
援

な
ど
多
方
面
か
ら
町
民
と
と
も
に
考
え
て
い

き
、誇
り
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。 
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横越町子ども議会 中国人留学生との交流 

ALTによる英語の授業 男女共同参画活動 
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﹇
農
業
・
商
工
業
﹈ 

活力あふれる横越の創造 

Creating a Yokogoshi with vitality 
 
Agriculture, industry, commerce, tourism 
Yokogoshi Town has various industries, and each is developing with its own charac-
teristics. 
This kind of industry vitality forms a major source of energy that is linked with the 
vitality of the town. 
Yokogoshi Town is engaging in various activities so as to be able to continue growing 
as an energetic town.

農業、工業、商業、観光。 

横越町にはさまざまな産業があり、それぞれに特色を持ちながら発展してきています。 

そうした産業の活力は、まちの活力につながる大きなエネルギーです。 

横越町では、これからも活力に満ちたまちとして成長し続けていくために、 

多彩な取り組みを進めています。 

地産・地消の学校給食 梨選果場「梨の実館」 酪農 



ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
発
展 

魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
の
創
造 

農
業
だ
け
で
は
な
く
、工
業
や
商
業
の
活
性

化
も
ま
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
要
素
。
産
業

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
ま
ち

の
活
力
に
も
広
が
り
が
出
て
き
ま
す
。  

木
津
工
業
団
地
へ
の
工
場
進
出
に
よ
っ
て
従

業
者
数
、工
業
出
荷
額
と
も
に
順
調
に
拡
大

し
、今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
技
術
開
発
や
新
事
業
分
野

の
育
成
、工
業
の
高
度
化
の
推
進
、流
通
施

設
の
整
備
な
ど
多
方
面
か
ら
の
支
援
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。  

一
方
、商
業
で
は
町
民
の
日
常
生
活
を
見
つ
め

た
地
域
密
着
型
の
店
舗
運
営
を
目
指
す
こ

と
で
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
。
地
元
消
費
者

の
利
便
性
に
重
点
を
置
い
た
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
や
、多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
商
業
空
間
の
整
備
な
ど
、地
元
購
買

力
の
向
上
や
、に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を
進

め
ま
す
。 

観
光
の
推
進
も
ま
ち
に
活
力
を
与
え
ま
す
。

観
光
資
源
の
開
発
と
し
て
は
阿
賀
野
川
や

小
阿
賀
野
川
の
自
然
を
活
か
し
た
親
水
空

間
と
し
て
の
機
能
を
加
え
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、県
内
で
も
代
表
的
な
文
化
観

光
施
設
で
あ
る
北
方
文
化
博
物
館
な
ど
の

観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、個
性
と
魅
力

の
あ
る
観
光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

横
越
町
は
稲
作
を
基
本
と
し
な
が
ら
、露
地

野
菜
・
果
樹
・
花
き
・
畜
産
・
き
の
こ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
農
産
物
を
供
給
す
る
こ
と
で
農

業
の
発
展
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
農
業
は
ま

ち
に
と
っ
て
の
基
幹
産
業
で
も
あ
り
、今
後

も
そ
の
発
展
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

な
課
題
で
す
。  

特
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
と
も

な
う
産
地
間
競
争
の
激
化
を
考
え
る
と
、安

定
し
た
市
場
の
確
保
や
農
産
物
の
付
加
価

値
の
向
上
、後
継
者
の
育
成
と
い
っ
た
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、新
潟
市
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

都
市
と
の
調
和
を
視
野
に
入
れ
た
都
市
近

郊
型
農
業
の
推
進
を
意
識
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
農
業
の
活
性
化
は
う
る
お
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
る
美
し
い
田
園
風
景
を
守
る
こ

と
に
も
な
る
た
め
、そ
こ
に
は
大
き
な
意
義

が
見
い
出
せ
ま
す
。  

対
外
的
に
ま
ち
の
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
一
方
で
、産
地
内
で
の
消
費
拡
大
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
地
産
・
地
消
を
進
め

る
た
め
に
横
越
町
で
は
学
校
給
食
で
地
場
産

作
物
の
利
用
拡
大
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、竹
の
こ
フ
ェ
ア
ー
や
農
業
ま
つ
り
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
も
私
た
ち
の
ま
ち
の
農
産
物
を

知
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、生
産
者
と
消

費
者
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 
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竹のこフェアー 木津工業団地 

たもぎの里 農業祭り 
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﹇
生
活
環
境
﹈ 

快適でうるおいのある横越の創造 

Creating a Yokogoshi that provides a rich  
and comfortable daily lifestyle 

 
Yokogoshi Town is a town that boasts areas of beautiful water and greenery and pro-
vides a rich and relaxing daily lifestyle. 
One aspect of this is that the comprehensiveness of the town's functions is connected 
to the comfort of its residents. 
As we develop a town that provides a rich and comfortable daily lifestyle, 
we will prioritize the balance between the software and hardware aspects of this.

横越町は美しい水と緑の空間を持ち、日々 の暮らしにうるおいと安らぎを感じとることができるまちです。 

その一方で、まちとしての機能性の充実が、 

暮らしの快適性につながっています。 

今後もそのソフト面とハード面とのバランスを重視しながら、 

快適でうるおいのあるまちづくりを進めていきます。 

横雲通り そうみふれあいひろば 観光遊歩道のせせらぎ 



水
と
緑
が
う
る
お
う
憩
い
の
空
間
へ 

安
全
に
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

日
常
生
活
の
快
適
性
は
、ま
ち
の
機
能
性
と

深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
道
路
や
上
下
水
道
、

ガ
ス
、公
園
と
い
っ
た
環
境
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
活
空
間
は
快
適
性
を
増
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。  

そ
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
を
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
関
係
機
関
と
連

携
し
、横
雲
バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
国
道
・

県
道
の
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、町
道
に
お
い

て
は
自
転
車
道
や
歩
道
の
設
置
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
上
水
道
は
老
朽
化
し
た
設
備
を

改
修
し
、お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
を
進
め
て

い
く
ほ
か
、町
内
全
域
で
整
備
の
完
了
し
た
下

水
道
で
は
維
持
管
理
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
各

地
区
の
公
園
の
整
備
、維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。 

ご
み
処
理
対
策
も
現
代
で
は
重
要
な
課
題
。

循
環
型
社
会
の
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
化
を

進
め
る
た
め
に
町
内
各
地
区
に
回
収
の
専
用

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。  

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
防
災
や
防

犯
対
策
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
防
犯
や
消
防
意

識
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
な
が
ら
体
制
の

強
化
、設
備
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

横
越
町
は
美
し
い
水
と
緑
の
空
間
を
持
つ
ま

ち
で
す
。
阿
賀
野
川
と
小
阿
賀
野
川
に
代
表

さ
れ
る
水
辺
環
境
、そ
し
て
広
大
な
田
園
に

象
徴
さ
れ
る
緑
の
自
然
空
間
。そ
れ
ら
は
人
々

に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
貴
重
な

財
産
と
し
て
、次
代
に
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。  

都
市
化
が
進
む
な
か
で
そ
う
し
た
環
境
を

残
し
て
い
く
に
は
、自
然
と
の
調
和
を
意
識

し
た
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
一

つ
と
し
て
進
め
て
い
る
の
が
、緑
と
共
存
し
た

ま
ち
づ
く
り
。
道
路
の
街
路
樹
や
植
樹
帯
の

整
備
、公
園
・
学
校
・
体
育
館
・
役
場
な
ど
の

公
共
施
設
に
お
け
る
緑
化
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。  

横
越
上
町
で
は
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
活
動
と

し
て
横
越
上
町
環
境
整
備
事
業
を
展
開
。

歩
道
に
沿
っ
て
花
壇
を
設
置
し
、さ
ま
ざ
ま

な
花
が
通
る
人
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、阿
賀
の
里
づ
く
り
・
よ
こ
ご
し
や
木
津
地

域
公
民
館
な
ど
、町
内
各
地
で
緑
の
う
る
お

い
を
広
げ
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、水
辺
環
境
の
保
全
と
し
て
は
阿
賀
野

川
や
小
阿
賀
野
川
の
優
れ
た
自
然
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
、水
と
緑
と
花
を
体
系
づ
け

た
空
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、緑
化
や
自
然
保
護
に
対
す
る
意
識
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。 
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横越上町環境整備事業 消防団合同演習 

ペットボトル回収ボックス いぶき野ニュータウン 
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﹇
行
政
・
広
域
連
携
﹈ 

「新しい横越づくり」のために 

In order to create a new Yokogoshi 
 
As represented by the issue of consolidating municipalities, 
future urban development must be conducted with consideration given to issues from 
a wider perspective. 
Planning cooperation over a wide area and active participation by residents are indis-
pensable for achieving this. 
Yokogoshi Town is engaging in various activities with an eye on the new era.

市町村合併の論議に代表されるように、これからのまちづくりには 

より広い視野から物事を考えて進めていく必要があります。 

そこには住民による積極的な参加や広域的な連携を図っていくことが欠かせません。 

横越町では新しい時代を見つめながら、 

さまざまな取り組みを進めています。 

窓口での住民サービス 新潟都市圏の将来像を考えるシンポジウム 横越町役場 



ひ
ら
か
れ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り 

広
域
連
携
を
図
り
、新
し
い
明
日
へ 

急
激
な
時
代
の
変
化
は
行
政
の
あ
り
方
に

対
し
て
も
変
化
を
求
め
て
い
ま
す
。
地
方
分

権
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
の
は
、そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
あ
ら
わ

れ
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。  

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る

の
が
市
町
村
合
併
。
新
潟
県
で
も
市
町
村
合

併
促
進
要
綱
を
策
定
し
、積
極
的
に
市
町

村
合
併
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
横

越
町
を
含
む
新
潟
市
周
辺
市
町
村
で
政
令

指
定
都
市
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
13
市
町
村
で
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
令
指
定
都
市
へ
移
行

す
る
と
、全
国
的
な
知
名
度
が
上
が
り
、ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、都
市
の

活
性
化
や
雇
用
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

さ
ら
に
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な

る
た
め
、住
民
生
活
の
利
便
性
が
一
層
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、合
併
に
よ
り
管
理
部
門
の

統
合
を
行
う
こ
と
で
、組
織
の
合
理
化
が
図

ら
れ
、住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
部
門
に
重
点
的
に
職
員
配
置
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
行
財
政
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。
市
町
村
合
併
に
限
ら
ず
、近
隣

市
町
村
と
の
広
域
連
携
は
複
雑
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
今

後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、町
民
と
行
政
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
な

基
盤
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
信
頼
の
も
と

に
協
力
が
深
ま
り
、町
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
進
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。そ
の
推
進
の
た
め
に
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
た
行
政
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

充
実
さ
せ
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、町

政
に
関
す
る
懇
談
会
や
、な
ん
で
も
相
談
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
、町
民
が
直
接
意
見
・

要
望
を
発
言
で
き
る
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。  

ま
た
、町
民
の
行
政
に
対
す
る
要
望
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
お
り
、そ
れ
に
と
も
な
い

行
政
の
事
務
事
業
も
高
度
化
・
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、行
政
組
織
が
よ
り
機
能
的
に
運
営
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
事
務

事
業
の
改
善
や
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、今
後
も
引
き
続
き
、住
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。  

そ
の
一
方
で
、ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
町
民

の
活
動
の
支
援
や
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
。
次
の
時
代
に
向
け
た

新
し
い
横
越
づ
く
り
は
、ひ
ら
か
れ
た
行
政

と
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
が
何
よ
り
も
大

切
な
の
で
す
。 
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ひ
ら
か
れ
た
ま
ち
に 

30

伊藤 威夫 
昭和42年 
名誉村民の称号贈呈 

＜功績＞ 
第11・14代横越村長、 
村の発展に尽力 

横
越
の
興
隆
に 

尽
く
さ
れ
た
名
誉
村
民 

横
越
ア
ー
カ
イ
ブ
ス 

横
越
の
昔
を
ふ
り
か
え
る 

神田 又一 
昭和28年 
名誉村民の称号贈呈 

＜功績＞ 
第3・5・7・10代横越村長、 
村の発展に尽力 

村手 範 
昭和28年 
名誉村民の称号贈呈 

＜功績＞ 
横越尋常・高等小学校長、 
教育功労者 

町
民
と
行
政
が
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
築

く
」
と
い
う
意
識
で
、と
も
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
広
報
活
動
や
広
聴
活
動
の
拡
充
を
図

り
、だ
れ
で
も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
地
域
活
動
の
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。 

浅見 良一 町長 

渡邉 孝二 助役 江口 禎二 収入役 右近 次男 教育長 

神田 勝郎 議長 高橋 寅治 副議長 

横
越
の
歴
史
を
い
ま
に
語
り
継

ぐ
書
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
横
越
町
史
」
は
通
史
編
と
資

料
編
に
分
か
れ
て
お
り
、通
史

編
で
は
横
越
の
成
り
立
ち
を

あ
ら
ゆ
る
時
代
や
分
野
か
ら

解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、さ
ま

ざ
ま
な
時
代
の
移
り
変
わ
り

の
な
か
で
、横
越
の
重
要
な
方

針
を
決
め
て
き
た
百
年
余
り

の
議
会
の
歴
史
を
語
る
「
横
越

議
会
百
年
史
」
が
あ
り
ま
す
。 

いとう　たけお むらて　はん かんだ  またいち 
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0100200300400500人 0

男 女 

100 200 300 400 500人 

人 口  

人 

世帯数（戸） 

総人口（人） 

男（人） 

女（人） 

平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 

（各年12月31日現在） 

区分 

自然的動態 

社会的動態 

出生 

死亡 

出生一死亡 

転入 

転出 

転入一転出 

年次 

72 

72 

0 

346 

242 

104

86 

67 

19 

498 

252 

246

79 

70 

9 

438 

238 

200

101 

68 

33 

448 

299 

149

98 

72 

26 

523 

303 

220

97 

70 

27 

413 

318 

95

106 

88 

18 

388 

321 

67

106 

96 

10 

455 

348 

107

97 

93 

4 

493 

299 

194

91 

101 

-10 

503 

362 

141

■ 年齢別人口構成 （国勢調査） 

■ 人口動態 （資料：町民生活課） 

平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 

（各年3月31日現在） 

総数10,795人※ 

※年代不詳の男性1名含む 

年次 

2,395 

9,865 

4,799 

5,066

2,329 

9,717 

4,716 

5,001

2,515 

10,144 

4,954 

5,190

2,581 

10,300 

5,028 

5,272

2,669 

10,524 

5,152 

5,372

2,784 

10,738 

5,257 

5,481

2,841 

10,807 

5,304 

5,503

2,958 

10,910 

5,338 

5,572

3,048 

11,063 

5,429 

5,634

3,136 

11,239 

5,519 

5,720

3,215 

11,402 

5,619 

5,783

地区 横越 沢海 木津 二本木 小杉 藤山 駒込 うぐいす 計 
区分 

世帯数（戸） 

男 

女 

計 

1,618 

2,743 

2,849 

5,592

381 

652 

692 

1,344

272 

523 

541 

1,064

398 

678 

662 

1,340

213 

445 

470 

915

52 

110 

117 

227

31 

61 

62 

123

250 

407 

390 

797

3,215 

5,619 

5,783 

11,402

■ 住民登録人口 （資料：町民生活課） 

（平成15年3月31日現在） ■ 地区別世帯数および人口 （資料：町民生活課） 

■ 人口推移 （国勢調査） 

人 口  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
女(人)

男(人)

平成12年 

10,795

平成7年 

10,009

平成2年 

9,4449,444

昭和60年 

8,992

昭和55年 

8,586

昭和50年 

8,121

1,655 1,936 2,050 2,238 2,538 2,940

世帯数(戸)

0 ～ 4 歳 

5 ～ 9 歳 

10～14歳 

15～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

50～54歳 

55～59歳 

60～64歳 

65～69歳 

70～74歳 

75～79歳 

80～84歳 

85～89歳 

90～94歳 

95歳以上 

昭和60年 

平成12年 

317

359

334

268

220

330

359

428

275

253

271

291

184

137

133

120

54

10

2

0

283

259

337

362

335

366

304

313

395

432

489

299

274

262

251

137

98

55

20

5

306

357

364

281

273

310

354

360

231

268

278

313

260

197

208

157

95

29

5

1

253

262

341

358

315

342

310

319

399

431

413

277

299

290

303

241

164

132

60

9 

 

総数  8,992人 

32



財 政  

普通会計歳入歳出決算状況 

地方税 

地方譲与税等 

地方交付税 

小計 

交通安全対策特別交付金 

分担金・負担金 

使用料 

手数料 

国庫支出金 

県支出金 

財産収入 

寄附金 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

地方債 

小計 

合計 

1,016,602 

201,598 

1,715,495 

2,933,695 

2,361 

15,191 

90,246 

26,485 

191,102 

116,841 

3,996 

0 

6 

213,854 

39,255 

206,600 

905,937 

3,839,632

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

1,042,757 

226,541 

1,773,451 

3,042,749 

2,265 

22,787 

90,008 

25,891 

261,734 

105,353 

3,442 

0 

5 

323,760 

36,871 

213,900 

1,086,016 

4,128,765

997,351 

264,106 

1,791,773 

3,053,230 

2,096 

8,178 

89,930 

21,150 

109,979 

109,102 

6,799 

0 

150,005 

208,512 

48,325 

117,000 

871,076 

3,924,306

1,035,239 

266,173 

1,691,355 

2,992,767 

2,078 

8,694 

89,108 

20,966 

123,837 

96,855 

1,782 

750 

82,542 

289,354 

37,322 

249,400 

1,002,688 

3,995,455

1,058,416 

222,798 

1,539,550 

2,820,764 

2,097 

28,731 

85,211 

19,937 

409,924 

132,211 

8,412 

769 

286,036 

200,886 

34,951 

850,176 

2,059,341 

4,880,105

項目・年度 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林水産費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

公債費 

その他 

合計 

うち投資的経費 

同上のうち普通建設事業費 

※経常収支比率の（　）書きは、減税補てん債を一般財源に加えたもの。平成13年度以降は、減税補てん債と臨時財政対策債を一般財源に 
　加えたもの。 

（単位：千円） ■ 歳入 （資料：総務課＝決算統計） 

91,621 

439,804 

821,221 

236,983 

50,854 

238,532 

44,305 

542,734 

155,444 

355,052 

0 

539,322 

0 

3,515,872 

545,870 

545,870

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

88,759 

429,801 

998,721 

249,615 

52,276 

210,565 

94,486 

667,687 

156,462 

432,402 

0 

539,479 

0 

3,920,253 

695,677 

695,677

90,087 

485,372 

756,587 

238,435 

57,114 

199,248 

36,675 

549,834 

158,308 

509,923 

0 

553,369 

0 

3,634,952 

510,118 

510,118

87,523 

531,670 

849,119 

266,405 

60,228 

182,152 

37,285 

577,918 

161,312 

474,885 

0 

566,072 

0 

3,794,569 

629,503 

629,503

91,259  

572,976  

766,662  

252,231  

21,864  

168,251  

31,919  

532,164  

162,538  

1,400,801  

0  

578,074  

0  

4,578,739  

1,296,765  

1,296,765 

項目・年度 

（単位：千円） ■ 歳出（目的別） （資料：総務課＝決算統計） 

財政力指数 

経常収支比率 

 
公債費比率 

0.396 

81.1   

（79.5） 

17.4  

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

0.383 

80.0   

（79.7） 

17.1  

0.373 

77.6   

（77.3） 

16.7  

0.377 

78.6   

（81.1） 

16.9  

0.391  

81.5   

（86.8） 

17.1  

項目・年度 

■ 財政状況 （資料：総務課＝決算統計） 

財 政  
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5,679

963

752 3,703

537

表　横越町の指定文化財と史跡 
横越町教育委員会資料。 
登=登録有形文化財、書＝書籍、天＝天然記念物、歴＝歴史資料、建＝建造物、絵＝絵画、彫＝彫刻、古＝古文書、史＝史跡。 

■ 指定文化財 

国 

県 

町 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

登 

書 

天 

〃 

歴 

建 

絵 

彫 

歴 

古 

彫 

史 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

建 

雪村友梅墨跡梅花詩 

賀茂神社の大ケヤキ 

高野槇 

沢海日枝神社の大幟 

蒲原横越組大庄屋建部尚行の碑 

宗賢寺歴世住職頂像画 

木造聖観音菩薩立像 

小杉八幡宮の大幟 

石井家古文書 

光明院木造薬師如来坐像 

沢海城跡 

沢海藩主溝口公二代三代の墓 

沢海代官所陣屋跡 

館の越跡 

小林・建部大庄屋跡 

七面様 

蝸牛様 

北方文化博物館主屋ほか 

北方文化博物館 

賀茂神社 

田村顯宏 

日枝神社 

建部英清 

宗賢寺 

観音小路隣組 

八幡宮 

北方文化博物館 

光明院 

国土交通省 

大栄寺 

光圓寺 

阿賀野川浄水場 

高橋恒男 

中村正孝 

阿賀野自治会 

北方文化博物館 

指定区分 名称 種別 管理者 

73㎡ 

0

大375㎡・小150㎡ 

0

校舎面積 

うち木造 普通 特別 普通 特別 
プール面積 

貸付件数 

貸付金額 

内訳 

年度 
平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

■ 奨学金貸与状況 （資料：教育課） 

10 10 15 178 6 611 11 13
96万円 
短大4

204万円 
大学6

72万円 
短大3

276万円 
大学8

48万円 
短大2

312万円 
大学9

48万円 
短大2

384万円 
大学11

48万円 
短大2

288万円 
大学8

48万円 
短大2

216万円 
大学6

48万円 
短大2

144万円 
大学4

48万円 
短大2

144万円 
大学4

96万円 
短大4

378万円 
大学11

72万円 
短大3

486万円 
大学14

横越小学校 

22 

748 

30

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

20 

696 

26

19 

642 

26

21 

655 

28

22 

652 

28

23 

705 

32

年度 区分 

（各年度5月1日現在） ■ 小学校の推移 （資料：教育課） 

学級数 

児童数 

教員数 

横越中学校 

14 

462 

27

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

14 

477 

26

13 

467 

25

12 

429 

26

12 

393 

26

10 

336 

23

年度 区分 

（各年度5月1日現在） ■ 中学校の推移 （資料：教育課） 

学級数 

生徒数 

教員数 

横越小学校 

横越中学校 

5,264㎡ 

5,116㎡ 

危険校舎 
面積 

教室数 教室不足数 屋内運動場 
面積 

屋内運動場 
不足面積 

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

26 

10

8 

13

1,185㎡ 

2,023㎡ 

区分 

学校名 

（平成15年5月1日現在） ■ 小中学校の施設の現況 （資料：公立学校施設等の総括表） 

備考 

横越町中央公民館 
 

町民プール 
 

小杉地区 

コミュニティセンター 

二本木地区 

コミュニティセンター 

 

横越町総合体育館 

敷地面積3,951㎡ 

建物面積967㎡ 

敷地面積1,263㎡ 

建物面積425㎡ 

敷地面積824㎡ 

建物面積596㎡ 

勤労者体育センター地内（1,213㎡）に設置 

建物面積274㎡ 

敷地面積体育館6,342㎡　駐車場4,356㎡ 

建物延床面積4,824㎡　機械棟81㎡ 

1Ｆ＝3,544㎡　2Ｆ＝1,081㎡　3F＝118㎡ 

名称 

■ 社会教育・施設の概況 （資料：教育課） 

※前期資料の平成7年・8年度数値は、貸与認定件数。 

区分 

教 育 ・ 文 化  教 育 ・ 文 化  
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平成12年 平成7年 平成2年 昭和60年 昭和55年 昭和50年 昭和45年 
0

200

400

600

800

1,000

（戸） 
女(人)

男(人)

第2種兼業農家 

第1種兼業農家 

専業農家 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（人） 5,6795,679

963963 4,891

868 4,359
794 4,115

752752 3,7033,703
687

3,213 620 3,045
537537

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

（単位：㎡） 

（農林業センサス） 

年度 

農地法 

第４条 

農地法 

第５条 

 

計 

住宅 

畜舎・作業所等 

その他 

計 

住宅 

畜舎・作業所等 

その他 

総数 72,779 

7,101 

3,705 

1,035 

2,361 

65,678 

13,007 

625 

52,046

57,796 

6,700 

3,672 

98 

2,930 

51,096 

3,965 

4,079 

43,052

120,894 

8,062 

5,518 

1,436 

1,108 

112,832 

7,411 

3,381 

102,040

120,560 

3,293 

2,801 

254 

238 

117,267 

6,701 

5,058 

105,508

56,366 

4,843 

2,995 

311 

1,537 

51,523 

2,075 

1,587 

47,861

58,673 

2,457 

2,335 

122 

0 

56,216 

2,116 

0 

54,100

92,571 

3,168 

2,612 

117 

439 

89,403 

3,966 

0 

85,437

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

69 

84 

70 

111 

213 

167 

156 

63 

30 

0

81 

70 

59 

96 

166 

158 

118 

67 

49 

4

70 

59 

131 

 
135 

136 

108 

79 

69 

7

73 

48 

126 

 
127 

113 

96 

75 

87 

7

59 

45 

109 

 
121 

94 

75 

82 

92 

10

51 

51 

94 

 
103 

93 

72 

56 

86 

14

85 

34 

91 
 

101 

80 

63 

55 

86 

17

69,874 

731 

0 

382 

349 

69,143 

735 

0 

68,408

54,674 

18,772 

885 

165 

17,722 

35,902 

723 

0 

35,179

59,567 

5,567 

0 

357 

5,210 

54,000 

3,831 

754 

49,415

■ 農地転用状況 （資料：農業委員会） 

0.3ha未満 

0.3～0.5ha 

0.5～0.7ha 

0.7～1.0ha 

1.0～1.5ha 

1.5～2.0ha 

2.0～2.5ha 

2.5～3.0ha 

3.0～5.0ha 

5.0ha以上 

年次 

■ 経営耕地面積規模別農家数 （単位：戸） 

■平成15年土地使用状況 （単位：ha）（資料：町民税課） 

（農林業センサス） ■ 農家人口・戸数の推移 

雑種地・その他 
869.2

原野 
0.9

山林 
3.6

池沼 
3.5

宅地 
226.7 畑 

278.2

田 
979.9

総数 
2,362.0 

産 業  産 業  
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産 業  産 業  

区分 
平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成4年度 

卸
売
業 

小
売
業 

飲
食
店 

（単位：100万円） 

年度 

米 

麦類 

雑穀・豆類 

いも類 

野菜 

果実 

花き 

種苗・苗木その他 

牛 

豚 

鶏 

合計 

1,922 

1 

3 

28 

832 

283 

212 

7 

472 

235 

0 

3,995

1,955 

0 

2 

27 

839 

191 

235 

5 

471 

233 

0 

3,958

2,154 

0 

2 

21 

936 

323 

222 

5 

453 

202 

0 

4,318

1,638 

0 

2 

20 

649 

313 

178 

4 

446 

185 

0 

3,435

1,723 

0 

3 

17 

677 

214 

253 

4 

448 

232 

0 

3,571

1,502 

0 

3 

14 

666 

281 

224 

4 

426 

191 

0 

3,311

1,513 

0 

3 

19 

731 

318 

198 

4 

398 

141 

0 

3,325

1,468 

0 

3 

20 

676 

348 

190 

1 

370 

67 

0 

3,143

1,434 

0 

5 

20 

591 

274 

214 

1 

377 

75 

0 

2,991

1,477 

0 

5 

18 

633 

281 

199 

6 

379 

56 

0 

3,024

年次 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成4年 

事業所数 

従業者数 

製造品出荷額 

32 

1,615 

2,633,655

32 

1,688 

2,768,023

31 

1,696 

2,724,314

36 

1,759 

2,739,161

39 

1,829 

2,948,534

29 

1,669 

2,809,747

29 

1,713 

2,837,377

27 

1,663 

2,785,524

39 

1,815 

2,792,349

30 

1,815 

2,779,390

■ 農業粗生産額 （新潟農林水産統計年報） 

区分 
平成元年度 平成3年度 平成4年度 平成6年度 平成9年度 平成11年度 昭和63年度 

（単位：人・100万円） 

年度 

商店数 

従業員数 

年間販売額 

商店数 

従業員数 

年間販売額 

商店数 

従業員数 

年間販売額 

11 

87 

1,751 

74 

217 

3,028 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

33 

131

15 

150 

5,314 

80 

249 

4,114 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

38 

221

14 

213 

4,767 

69 

225 

3,952 

 

 

 

18 

155 

3,959 

70 

260 

4,999 

 

 

 

21 

143 

3,365 

75 

362 

5,457 

 

 

 

■ 商業の推移 （商業統計調査） 

（単位：人・万円） ■ 工業の推移 （工業統計） 



0 1,000 2,000 3,000 4,000

0 100 200 300 400

（従業者数） 

（事業所数） 

公務 サービス業 電気・ガス・水道 運輸・通信業 金融・保険・不動産 

卸売・小売業 製造業 建設業 鉱業 農林・水産業 

平成13年 

平成3年 

昭和56年 

第3次産業 

第2次産業 

第1次産業 

平成12年 平成7年 平成2年 昭和60年 昭和55年 昭和50年 昭和45年 
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

（単位：人） 

4,549
4,333

4,579 4,615
4,873

5,399

5,762

1,053

1,235
1,401

1,585 1,712 1,825 2,016

1,209

1,459 1,797 1,905
2,167

2,608
2,951

2,287

1,632
1,377

1,124 992 946 784

37

3,405

349

4954841,580614

6941113583

2 2

5 8

3

21 22 17

72

67 33

4,157

446

806608561,737706

61391403995

4 2

6 11

4

27 23 22 44 2

2,705

323

813763731,145638

6671183582

4 4 5 2

14 17 32 29

福 祉  福 祉  

■ 国民年金受給者状況の推移 （資料：町民生活課） 

産 業  産 業  

平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

老齢年金 

通算老齢年金 

老齢基礎年金 

障害年金 

母子年金 

寡婦年金 

障害基礎年金 

遺族基礎年金 

死亡一時金 

福祉年金 

総合計 

669 

168 

354 

18 

3 

6 

70 

9 

5 

70 

1,372

区　分 
人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額 

277,255 

31,238 

183,690 

15,710 

3,035 

2,994 

63,880 

6,446 

675 

22,317 

607,240

649 

172 

396 

16 

3 

6 

76 

8 

6 

60 

1,392

269,222 

32,082 

210,306 

13,943 

3,035 

2,994 

69,303 

6,295 

920 

20,261 

628,361

627 

166 

420 

15 

1 

6 

85 

7 

6 

55 

1,388

260,764 

31,196 

227,109 

12,961 

1,012 

2,994 

77,610 

5,843 

1,154 

17,764 

638,407

603 

158 

446 

14 

1 

5 

90 

5 

4 

44 

1,370

254,642 

30,809 

248,251 

12,392 

1,030 

2,492 

82,760 

4,118 

630 

15,192 

652,316

590 

157 

461 

15 

1 

4 

94 

10 

7 

37 

1,376

250,679 

30,810 

260,613 

13,270 

1,036 

1,970 

86,666 

6,754 

1,199 

12,616 

665,613

558 

153 

474 

13 

1 

4 

94 

11 

1 

31 

1,340

237,019 

30,193 

270,977 

11,460 

1,036 

1,970 

86,063 

8,131 

120 

11,157 

658,126

513 

150 

499 

13 

0 

5 

100 

10 

4 

25 

1,319

218,501 

29,183 

290,236 

11,259 

0 

2,450 

91,492 

7,976 

580 

8,780 

660,457

478 

139 

516 

12 

0 

6 

103 

7 

6 

21 

1,288

203,904 

26,628 

302,981 

10,455 

0 

3,034 

93,381 

5,981 

995 

7,416 

654,775

■ 産業分類別就業構造人口比率 （国勢調査） 

（単位：人・千円） 

※就業者総数の不一致は分類不明者による。 

■ 事業所数および従業者数の推移 （事業所・企業統計調査） 
　 ※各年、上が事業所数、下が従業者数。 

※平成13年は速報値。 
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■ 地勢 
本町は新潟県北部の南東にあり、蒲原平野の中央に位置しています。東境は阿賀野川を経て京ヶ瀬村、豊栄市に接し、南境は小阿賀野

川を経て新津市に、さらに北西部は新潟市と亀田町に接しています。 

地質は河川の沖積層が発達して形成された第4期新層で、平坦な水田地帯になっています。また、土質は頻繁に洪水に見まわれてきた経

過から、その都度変化し中央部は埴壌土、河川沿岸地帯は砂質壌土が多く見られます。 
 

■ 沿革 
県下最大の穀倉地帯・蒲原平野の中央に位置する本町は、江戸期において複数の大庄屋が置かれ、新発田藩の直轄として横越・二本

木・藤山・駒込などを統治しました。また、慶長15年には、新発田藩の支藩、沢海藩（1万4千石）が沢海の地に置かれ、沢海・木津・小杉な

どの領地を改易になるまで77年間統治。その後明治までは、天領となりました。 

明治維新後は各大字それぞれが独立した一村として戸長を置くほどの大村でしたが、明治34年横越・沢海・木津・二本木・小杉の五カ村

が将来の発展に備えて合併。現在の横越町の姿が整いました。 

近年、高速交通体系の整備を足がかりに工業団地の造成や宅地開発が進み、人口が増加。地場産業である農業と商工業の構造転換・

近代化を促進し、バランスのとれた産業発展を図っており、平成8年11月には町制施行。人と自然の調和を大切にした住みよい活気に満ち

たまちづくりを目指しています。 

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 年度 

供用開始面積（ha） 

処理可能人口（人） 

水洗化人口（人） 

年間汚水量（m3） 

196 

6,552 

3,579 

507,303

211 

7,670 

4,412 

560,815

227 

8,142 

5,296 

713,612

238 

8,733 

6,337 

750,896

245 

9,220 

7,356 

907,122

250 

9,552 

7,511 

953,861

274 

10,289 

7,843 

968,681

284 

10,774 

8,412 

1,034,401

286 

11,007 

9,109 

1,097,729

286 

11,206 

9,495 

1,174,179

■ 下水道の推移 （資料：建設企業課） 

国道延長 県道延長 町道延長 改良延長 

（平成15年4月１日現在） 

2.9km 20.3km 184km 116km

■ 道路状況 （資料：建設企業課） 

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 年度 

給水件数 

給水人口（人） 

1日当たり配水量（m3） 

普及率（%） 

2,605 

9,457 

3,566 

100.0

2,720 

9,567 

3,737 

100.0

2,862 

9,752 

3,835 

100.0

2,937 

9,818 

3,823 

100.0

3,007 

9,905 

3,727 

100.0

3,068 

9,853 

3,761 

100.0

3,146 

9,892 

3,849 

100.0

3,201 

9,929 

3,949 

100.0

3,278 

9,976 

3,966 

100.0

3,392 

10,259 

3,980 

100.0

■ 上水道の推移 （資料：建設企業課） 

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 年 

件数 

死者（人） 

負傷者（人） 

45 

3 

56

65 

2 

78

67 

2 

88

68 

0 

83

80 

2 

107

82 

2 

105

■ 交通事故発生件数 （資料：総務課） 

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 年 

件数 

損害額 

3 

5,861

3 

1,154

4 

11,747

2 

16

1 

2,301

■ 火災の推移 （資料：総務課） 

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 年 

件数 151 214 228 257 274

■ 救急車の出動の推移 （資料：総務課） 

（単位：件・千円） 

生 活 環 境  生 活 環 境  
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庶務係・学校教育係 
生涯学習係・社会体育係 

町　議　会 

町　　　長 

教育委員会 

農業委員会 

選挙管理委員会 

監 査 委 員 

固定資産評価 
審査委員会 

助　役 

収入役 

議会事務局 

総　務　課 

町 民 税 課 

町民生活課 

健康推進課 

農政商工課 

建設企業課 

出　納　室 

教　育　課 

農業委員会事務局 

事務局（総務課兼務） 

事務局（議会事務局兼務） 

庶務行政係・交通防災係 
企画広報係・財政係 

町民税係・固定資産税係 
管理徴収係 

住民係・年金係 
国民健康保険係・環境衛生係 

社会福祉係・介護福祉係 
健康推進係・健康指導係 

農政係・商工観光係 

土木建築係・地籍調査係 
水道係・下水道係 

出納係 

行 政 機 構 図  行 政 機 構 図  

保育所 



私
は
　
横
越
町
民
と
し
て 

　
悠
久
に
流
れ
る
　
阿
賀
野
川
の
よ
う
に 

　
大
空
に
か
か
る
　
横
雲
橋
の
よ
う
に 

　
大
地
に
波
う
つ
　
稲
穂
の
よ
う
に 

　
人
間
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
つ
く
り
た
い 

町民憲章 

一、働くことを喜び、 

　　　生産にはげむいきいきしたまち 
 

一、土と緑に恵まれた 

　　　うるおいのあるまち 
 

一、スポーツと文化を 

　　　楽しむあかるいまち 
 

一、老人をいたわり、青少年をはぐくむ 

　　　あたたかいまち 
 

一、なんでも話し合い、 

　　　力を合わせるみんなのまち 

私
た
ち
の
ま
ち
は
、い
ま
新
し
い
時
代
の
ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
明
日
の
風
景
が
豊
か

な
輝
き
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、こ
こ
に
住
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
ち
の
発
展
は
、ま
ち
に
住
む

人
の
元
気
な
笑
顔
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。美
し
い
自
然
環
境
と
豊
か
な
歴
史
文
化
を
持
つ
横
越
町
。私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
と
も
に
考
え
、そ
し
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町民憲章 

一、一、働くことを喜び、び、 

　　　生産　　　生産にはげむいきいきしたまち 
 

一、一、土と緑に恵まれた 

　　　　　　うるおいのあるまち 
 

一、一、スポーツと文化文化を 

　　　楽　　　楽しむあかるいまち 
 

一、一、老人老人をいたわり、青少年青少年をはぐくむ 

　　　　　　あたたかいまち 
 

一、一、なんでも話し合い、 

　　　　　　力を合わせるみんなのまち 
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町民憲章 

一、働くことを喜び、 

　　　生産にはげむいきいきしたまち 
 

一、土と緑に恵まれた 

　　　うるおいのあるまち 
 

一、スポーツと文化を 

　　　楽しむあかるいまち 
 

一、老人をいたわり、青少年をはぐくむ 

　　　あたたかいまち 
 

一、なんでも話し合い、 

　　　力を合わせるみんなのまち 



横越町勢要覧 ２００３ 

─   町章  昭和45年11月22日制定   ─  
この町章は、横越町の「よ」を簡素にバランスよく図案
化したもので、円の形は円満ということで和を表し、円の
中の一は心を合わせて進む協力一致、つまりみんなの
願いは一つ、みんなの志は一つということを表しています。 
左側の円の切れた部分と右側の出っ張り二つで変化
と発展の動きを表し、二つの出っ張りの上部の右端の
尖りは方向、つまり志向を表しています。二つの出っ張
りは、町民と役場が一体となることを示しています。 
この町章の意味は、横越町が和衷一体となって町民の
幸福を目ざして年々発展してゆく様相を表しています。 
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環境にやさしい「大豆インキ」を 
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